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事業所名 グループホーム あかり   

令和 6年度 第 4回 運営推進会議開催報告書 

開催日時 令和 6年 11 月 20 日（水）  

参 加 者 議   題 

利用者            8 名 

利用者家族          2 名 

市職員              １名 

はたやま地域包括支援センター職員       

１名 

柊訪問看護ステーション   1 名 

事業所           1 名 

(1) 入居者状況 

(2) 活動状況（9月、10 月） 

(3) 今後の予定（11 月、12 月） 

(4) 苦情・事故・ヒヤリハット報告 

(5) 身体拘束の適正化に委員会 

(6) ご意見・要望・提案・助言 

(7) その他 

 

会    議    録 

事業所の特色 

   あかり理念 「心で通じる共想いケア」 

        私達は感謝の気持ちと相手を思いやる心で、共想いケアを実践します 

認知症の症状をもった入居者様がそれぞれの役割を発揮し共同生活を送ることに 

 よって、安定した生活を送れるように支援することを目的としてます。 

  一人ひとりの生活リズムに合わせてその人らしさ、また持っている潜在能力を発揮 

 出来るように努め、共に歩むパートナーとして笑顔あふれる寄り添いのケアを目指し

ています。 

 

（1）入居者状況   

10 月 31 日現在 8 名（男性：2名、女性：6名） 

要介護 1：3名  要介護 2：1名  要介護 3：0名 

要介護 4：3名  要介護 5：1名  

平均要介護度 2.75  平均年齢 85.7 歳 

  

（2）活動状況（9月、10 月） 

・三浦内科クリニック往診 1 回／月 9 月 20 日㈮、10 月 18 日㈮ 

・柊訪問看護ステーション 1 回/週(4 回訪問/月) (内 1 回…訪問リハビリ) 

              9 月 4 日㈬、11 日㈬、25 日㈬ 

20 日㈮(訪問リハビリ) 

              10 月 2 日㈬、9日㈬、23 日㈬ 

              18 日㈮(訪問リハビリ) 

・青木歯科往診      3 回/月(内 1 回…歯科衛生士) 

              9 月 5 日㈭、19 日㈭、25 日㈬(歯科衛生士)   

10 月 3 日㈭、17 日㈭、23 日㈬(歯科衛生士)   

・みゆきファーマシー   1 回/週(居宅療養管理指導…薬のセット管理) 

・ハート治療院      週１～２回(希望者にマッサージ治療) 

・訪問理美容       10 月 28 日㈪ 

・運営推進会議      9 月 18 日㈬ 
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行事 

   9 月 1 日㈰・24 日㈫  お誕生日会 

   9 月 13 日㈮      合同敬老会 

   9 月 18 日㈬      運営推進会議 

  10 月 28 日㈪       訪問理美容 

  

（3）今後の予定（9月、10 月） 

  ・11 月  誕生日会・防災訓練 

  ・12 月  クリスマス会・訪問理美容 その他 

 

（4）苦情・事故・ヒヤリハット報告 

  ・苦情      0 件 

  ・事故      3 件： 

9 月初旬：左肘皮膚剝離→入浴後、更衣介助中又は移乗介助中に皮膚があたった。 

9 月初旬：夜間、ベッドに端座位で座っていたが、前かがみの姿勢 になっていた

が、その姿勢の状態で立ち上がり床で頭を打った。 

9 月下旬：ソファーから歩いて廊下に向かい、途中でスタッフが声掛けし、廊下の

電気をつけようと背を向けた一瞬に転倒。左側を下になっていた。右手

首の腫れあり、左上腕の皮膚剥離、左膝下の打ち身あり。家族へ連絡

し、あさい病院受診。右手首ギブス装着、様子観察。 

・ヒヤリハット  1 件： 

 10 月中旬：夕食を召し上がっている時、急に苦しそうな声を出し、手で口を押さ

えて上を向いていた。声掛けし、下を向いて頂き、口腔内のものをガー

グルベースに吐き出してもらい事なきを得た。 

           

（5）身体拘束適正委員会 

 「高齢者虐待防止の為の指針」 

配布資料に沿い、説明。 

なぜ、身体拘束が問題なのか？を考え、よりよいケアを目指している。 

 

・利用者家族より 

「スピーチロック」という言葉をはじめて聞いた。 

この場ではじめて言葉の意味を知った。相手の身になり介護することに関して、ス

タッフがやり辛そう、プレッシャー、ストレスだと感じた。 

 

（6）ご意見・要望・提案・助言 

・利用者家族より 

主人の叔母さんが 10 年以上前にグループホームでお世話になっていたが、運営推

進会議はなかった。随分、法律も改訂され、全体的に変わってきたと思った。いつま

でも、その人の人格を維持しつつ、できることはやって頂き、長生きして頂こうとい

うことを感じた。昔と随分変わったと思った。 

・はたやま包括支援センター 

前回に続いて参加。前向きに利用者様の事をすごく大事にされていると感じた。ス
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タッフの皆さんには引き続き頑張って頂きたいと思った。 

・利用者様より 

「ありません。」「ない。」「こういう会議があることを知らなかった。」 

・管理者より 

「施設をオープンにすること」すごく大事だと最近感じるようになった。 

地域との連携というが表面上ではなかなか伝わっていない。 

家族、市町村、地域にオープンにこの施設でやっていること、内容をオープンにする

ことは大切かと思った。 

この施設がどのような所かを知らない人が多い。そこをまずはオープンにして、分かっ

て頂くことが重要。運営推進会議もできる限り、参加できる人は、参加する方針で行な

いたい。 

 

 

 

※次回開催日時 

  令和 7年 1月 15 日㈬ 14 時～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


